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射線手術治療の際に、頭部運動は治療効果低下の重要な原因である o 本研究は、 3 次元光学式位置決め装置により患
者頭部運動について研究したものであるo
まず、 3 次元光学式位置決め装置に基づき、計測座標系の変換アルゴリズムを利用し、微小な動きを計測できる高

























(1) 光学式 3 次元位置決め装置を用いた運動計測システムを開発することにより定位放射線治療実験中の患者頭部運
動をO.lmm精度で計測で、きるようになった。高精度座標系変換アルゴリズムを利用し開発した光学式微小運動計測
システムは、既存のものに比べ精度と適用性が非常によい。
(2) フレーム使用、不使用と Laitinen Adapter 使用の三つの場合の計測結果に対する解析により、拘束がない時の
頭部運動は、“平均位置"周りのゆらぎは小さいが、“平均位置"のドリフトが生じることを明らかにしているo
(3) 定位放射線治療の高精度照射 Strategy として、 1 回治療中 (30分間)に数回の位置合せを行うことにより頭部
のドリフトの影響を防ぐ提案を行っているo また、鴨下と呼吸による頭部運動を追跡するために、少なくとも 1 回
/秒の位置合せが必要であることを明らかにしている。
(4) 開発した運動計測システムにより、 CT 画像撮影時に剛体運動として頭部の動きを 6 自由度かっ0.2mmの精度で検
出し、運動補正を行っている。 CT など撮影中の患者の頭部運動補正に対し適用し、その有効性を示している D
以上のように本論文は、高精度光学式 3 次元運動計測システムを開発し、頭部運動の計測と解析を行ったD 得られ
た結果は、高精度定位放射線照射に多くの示唆を与えており、治療と診断に貢献するところが大きい。よって、本論
文は博士論文として価値あるものと認める o
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